採用10年目職員研修（Ｅコース）「課題解決と政策形成」＜事前課題＞
市町村名：　　　　　　　　所属（課室名等）：　　　　　　　　氏名：　　　　　　　　
· 本シートは研修で使用しますので、必ず準備いただくようお願いします。

※本シートを研修当日に７部持参ください。（事前に提出する必要はありません）
１．興味がある社会問題について、新聞記事や書籍、WEB記事などからエピソードを調べ、簡単に要約を作成ください。分量は問いません。短くて結構です。
	取り上げる社会問題：

	出典：

	エピソードの要約
　
　
　
　
　
　



採用10年目職員研修（Ｅコース）「課題解決と政策形成」＜事前課題＞（作成例）
１．興味がある社会問題について、新聞記事や書籍、WEB記事などからエピソードを調べ、簡単に要約を作成ください。分量は問いません。短くて結構です。
	取り上げる社会問題：ヤングケアラー問題 

	出典：濱島淑惠『子ども介護者』角川新書、2021年、97～114頁

	エピソードの要約
　小学生の頃から祖母や母のケアをしてきた男性の話である。幼少期に父を亡くし、母ももともと身体が強くなかったため、祖母との3人暮らしが始まった。生活費は祖母の年金でまかなうようになった。当初、祖母が家事を行っていたが、男性が小学3年生の頃に祖母が腰を痛めた結果、男性は病院への付添いや食事の買い物・準備を担当し、母親とともに祖母の清拭やトイレの介助なども担うようになった。
　中学生になるとケアの負担が増えた。学校を休みがちになるものの、先生には相談できなかった。定時制高校に進学したが、遅刻・欠席が続いた。祖母が入院した時は負担が一時的に減ったものの、母親が倒れ、母親のケアが必要になった。アルバイトや部活動、課外活動は一切できず、授業の欠席も増えた。相談できる先生がおり、精神的な支えはあったものの、具体的な福祉サービスにはつながらなかった。
　高校はかろうじて卒業するも、要介護3の祖母と要介護5の母のケアを一手に引き受けるなかで、アルバイトなども十分にできなかった。ケアマネージャーやホームヘルパーの力を借りながら、なんとかやりくりする日が続いた。祖母は施設に入所し、母親のケアだけでよくなったものの、母親は寝たきりだったため、負担は大きかった。
　最終的に、祖母が施設入所の数年後に、母親が祖母の死後10年以上後に亡くなった。その時、男性は30代後半になっていた。


社会問題（例）
社会問題の例は以下のとおりです。本例示にかかわらず、自由に選択いただいて結構です。

	
	名称
	内容説明

	１
	域外就職問題
	若者などが市町村外の会社に就職し、流出してしまう問題です。域外流出問題とも言えます。裏側から見れば市町村内に望む形での雇用がないという問題でもあります。

	２
	負動産問題
	所有していても価値のない不動産の管理や処分に手を焼くという問題です。空き家問題にもつながっています。しばしば地方の山林や古い家について指摘されます。

	３
	中心市街地問題
	駅前などの中心市街地にある商店や施設などが閉店し、活力を失っている問題です。郊外化問題や公共交通問題にもつながっています。

	４
	自殺問題
	精神を病むなどして自殺される方がいるという問題です。経済的理由が大きな原因ですが、近年は子どもが何らかの理由で病んでしまい、自殺にいたる例が増えていると聞きます。

	５
	ごみ屋敷問題
	ごみを溜め込んでしまい、自宅を清潔な状態に保てない問題です。本人の健康を害するだけでなく、近所の人にも迷惑をかけることになります。

	６
	引きこもり問題
	若い頃からや中高年になってからなど、何らかの理由で引きこもり、社会に適応できない問題です。セルフ・ネグレクトという点ではごみ屋敷問題に共通する部分もありそうです。


